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国 際 主 題：Ｉ　Ｐ　K. C. Samuel（インド）  “Into the next 100 Years with FELLOWSHIP & IMPACT”「フェローシップとインパクトで次の100年へ」
アジア太平洋主題：Ａ　Ｐ　Shen Chi-Ming（台湾） “Elegantly Change with New Era”「新しい時代とともに、エレガントに変化を」
西日本区主題：Ｒ　Ｄ　田 上 　 正（熊本むさし） 「原点を知り将来に生かす」“Know the origin and utilize it in the future!”
京都部主題：Ｄ　Ｇ　石 倉 　 尚（京都キャピタル） 　United by YMCA～YMCAで、ひとつになる～

I’m Y’s, and We’re Capital Club ～YMCAと共に～
会　長　倉　見　直　樹

ク
ラ
ブ
主
題

会　長／倉見直樹
副会長／幡南　進
書　記／山口雅也・黒木宏知
会　計／田中升啓

年間強調
目標JWF

今月の聖句

解　説

　倉見次期会長(当時)が人手不足に悩んでいつもの輝きを失っていた今年４月の次期ＬＴの数日前に初めての広報・ブリテン事業委員長を
お受けしました。
　今期に入って、これまでクラブ創立以来ブリテンを印刷してくださっていた(株)洛陽さんから現広報・ブリテン副委員長の苗村さんの(株)
アビックさんに引き継いでいただくこととなり、「私の会長期に亡くなられた岡本尚男さんの天国からの指示かもしれない。この大変な
時期に広報・ブリテン委員長を引き受けたのは必然かも」とも思えました。ブリテン発行に際して割付や構成の作業が一番大変であり、
これまで、その作業を岡本さんや洛陽さんに殆ど依存していました。改めてこれまでのご苦労に本当に感謝し、その大変な作業を引き受
けていただいた苗村さんと(株)アビックさんにも感謝いたします。
　委員長として初めて発行した７月号のブリテンからこの１２月号まで６回発行させていただきました。それは、お願いした記事の執筆
や写真の提供を、メンバーの皆さんが快くお引き受けしていただいているからこそだと感謝しております。昨年までのコロナの影響が減
り、記事に欠くことはなくなりましたが、事業や行事が多いにもかかわらず、メンバー数が少なくなっていることもあり、記事の依頼が
頻繁になっていますが、これも事業や行事が滞りなく行なえているからだと喜んでいただき、今後ともご協力をお願い致します。
　私は、岡本尚男さんからブリテンの広報として役割と記録としての役割の重要性をお聞きしていたので、キャピタルクラブの楽しさが
伝わる記事や写真を掲載したいと思っています。より楽しく４０周年を迎えるために広報・ブリテン委員長としてできること、それはキ
ャピタルクラブの楽しさを、ブリテンやＨＰを通じて伝えること。そして、それがメンバー増強の一躍を担えるよう、委員長の職を全う
してまいりますので、ブリテン発行へのご協力をよろしくお願い申し上げます。

広報・ブリテン事業委員長のお役目

広報・ブリテン事業委員長　西　川　欽　一

イエスがこれらのことを話しておられると、ある女が群衆の中から声高らかに言った。「なんと幸いなことでしょう、あなたを宿
した胎、あなたが吸った乳房は。」 しかし、イエスは言われた。「むしろ、幸いなのは神の言葉を聞き、それを守る人である。」

新約聖書　ルカによる福音書11章27節、28節

　イエスが教えを民衆に伝えている時、その言葉を聞いていた一人の婦人が、こんな素晴らしい人を産んで育てた方は何と幸いな人なの
でしょうと叫びました。イエス誕生のクリスマスの出来事は、父親のいない子を宿すという世俗的、そして神の子をその身に宿すという
宗教的にも二重の意味で恐ろしいことでした。母マリアにとっては、決して手放しで喜べるものではなかったことでしょう。しかし、マ
リアは神の子をその身に宿していることを天の使いから告げられた時に「お言葉どおりこの身に成りますように」と受け入れました。こ
のイエスの「幸いなのは神の言葉を聞き、それを守る人」というのは、母マリアのように神の言葉を聞いた時に素直に受け入れ、従うこ
との方が幸いなのだということを言っているのかもしれません。

12月

「それぞれ賜物を授かっているのですから、神のさまざまな恵みの良い管理者として、
その賜物を生かして互いに仕えなさい。」  ペトロの手紙Ⅰ4-10
タレントを生かして社会の必要に応えましょう。  

福永　君二　クリスチャニティー委員長（米子クラブ）

ワイズメンズクラブ国際協会は、創設100年となりました。
『先人に思いをはせるとともに、新たなヒストリーを築いていきましょう。』

濱田　勉　ヒストリアン（奈良クラブ）

JWFは西日本区維持・存続のための大切な基金です。
ワイズ活動を通じて得られる多くの喜び・感謝を、献金の形で捧げましょう。

川本龍資　JWF管理委員長（名古屋クラブ）

第40巻　第6号　通巻473号
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11月第一例会に参加して

京都部書記・ファンド事業委員　八　木　悠　祐

１１月第二例会「メンバー増強例会」

ドライバー事業委員　椿　森　昌　史
　11月第一例会のメインプログラムは、メンバースピーチでした。
　今回は、ベテラン会員さんを中心として『私の履歴書』のお題
でスピーチをいただきました。
　仁科さんは、突然家業を継承した際の苦労、そして支えてくれ
た節子メネットへの感謝、お仕事を手伝ってくれた3名の友人へ
の感謝を、時折涙を交えてお話しいただきました。
　石村さんには、四国お遍路旅でのエピソードを、奥様とのやり
取りやその時のご自分の心境や不思議な体験を面白可笑しくお話
しいただきました。
　石倉さんにはシステムエンジニア時代に学んだ、物事や行動を
論理的にとらえるロジック思考のお話や、お父さんやお兄さんの
人間性を香山さんと山田さんになぞらえ、自身が会社の中で果さ
れている役割や入札の楽しみなどをお話しいただきました。
　私も長くクラブにいますが初めてお聞きする話も多く、本当に
楽しかったのと同時に、皆さんそれぞれの人生のターニングポイ
ントを一生懸命乗り越えてこられたのだなぁと感慨深く聞かせて
いただきました。スピーチいただきました皆さま有難うございま
した。
　この日は臨時総会も開催され、左近宏崇さんが次々期会長とし
て承認されました。
　また、創立40周年の実行委員長に幡南進さんが就任されました。
クラブ全員で盛り上がっていきましょう！！

　11月22日(火)、11月第二例会は今期２回目のメンバー増強例
会でした。大門ドライバー事業委員長の計らいにより、ＤｅＮＡ
スポーツスクールダイレクターの塚原賢治氏を招いて講演をいた
だきました。演題は「プロ野球界、３０年の振返り」～現場から
見る球団事業の取り組み～。まるは球団から現在の横浜ＤｅＮＡ
ベイスターズまでの歴史と共に、これまでの様々な事を各部署が
各々検討して決定した事を実行するというやり方を、各部署が情
報を共有、連携しながら決定、実行する事で、球団内部のベクト
ルが合わさり、観客動員から飲食店の売上まで、劇的に伸びてい
った事など、少し視点を変えることで会社が良くなるという事を
改めて気づかせていただいた、学びの例会となりました。
また、５名のメンバーゲストにも来ていただく事ができ、ゲスト
で３回目が１名、２回目が２名おられ、入会について「前向きに
考えている」とい
う発言が飛び出す
など、クラブに新
しい風が吹く予感
の例会となりまし
た。

　10月30日(日)の素晴らしい秋晴れの中、京都市役所前広場にて、
石倉京都部部長を中心として京都部ワイズデーのイベントが盛大
に開催されました。広場の中は各クラブとの繋がりの深い施設の
方々の物品販売で賑わい、ステージでは和紗さんのミニliveからイ
ベントが始まりました。今回はワイズメンズクラブについてはもち
ろんの事、SDG‘sの理解も深めていただこうというイベントです。
　渡邉CS委員長の指示のもと、キャピタルクラブのブースでは大
門さんにご協力いただいて、スマイルワークさんの野菜をYMCA
の国際協力募金にご協力いただいた方にお渡させていただきまし
た。早朝からCS委員会の皆さんは準備に大変だったと思いますが、

とても楽しい良いイベントとなりました。石倉京都部部長、渡邉
CS委員長、お疲れ様でした！

ワイズデーが開催されました

会計　田　中　升　啓

　10月30日(日)に開催されましたワイズデーと同日、京都YMCA
の国際協力街頭募金に参加しました。当日はとても気持ちの良い
秋晴れだった事もあり、街中に行き交う人が多い中での募金活動

となりました。募金活動場所が数カ所ある中、私は三条大橋での
活動となりました。YMCAの子供達が「国際協力募金よろしくお
願いします！」と大声で市民の方に呼び掛けている姿を見てとて
も感銘を受け私も負けない様に声を出して募金活動に協力しまし
た。大きな声でも小さな一言でもこの声で世界中の子供たちを助
けられたという達成感を実感し「助け合い」の大切さを改めて考
えさせられました。

国際協力街頭募金に参加して

広報・ブリテン事業委員　苗　村　昌　碁

1 1 月 第 一 例 会
2022年11月2日（火）19:00～21:00　ウェスティン都ホテル京都

1 1 月 第 二 例 会
2022年11月22日（火）19:00～21:00　ウェスティン都ホテル京都
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第21回西中国部部会開催

京都部会計・交流事業委員　香　山　章　治

京都ブラックワイズメンズクラブ　チャーターナイト

京都部書記・ドライバー事業委員　田　中　雅　博

京都ワイズメンズクラブ７５周年記念例会

広報・ブリテン事業委員長　西　川　欽　一京都部事務局長・YMCAｻｰﾋﾞｽ･ﾕｰｽ事業委員　金　原　弘　明

ウイングクラブ35周年記念例会

　京都ﾜｲｽﾞﾒﾝｽﾞｸﾗﾌﾞ75周年記念例会が11月12日(土)18：00より
ANAｸﾗｳﾝﾌﾟﾗｻﾞﾎﾃﾙ京都にて開催されました。京都で最初のｸﾗﾌﾞの
75周年を祝うために集まったﾜｲｽﾞﾒﾝで埋め尽くされ、定刻、合田
太一京都ｸﾗﾌﾞ会長の開会点鐘で開会しました。
　ﾜｲｽﾞｿﾝｸﾞ斉唱に続き、合田会長の挨拶、来賓の亀井京都YMCA
理事長、田上西日本区理事、佐藤東日本区理事の祝辞のあと「京
都ｸﾗﾌﾞの歩み」がｽｸﾘｰﾝに上映され、京都ｸﾗﾌﾞの歴史の長さを感
じました。
　75周年記念事業は「ﾘﾄﾘｰﾄｾﾝﾀｰを楽しくしよう3ヵ年ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
」として3ヵ年事業自体を贈呈するものであり、初年度事業とし
て「泥んこ遊び場とｼｬﾜｰﾕﾆｯﾄ」の目録が宮脇記念事業実行委員長
より加藤京都YMCA総主事に贈呈されました。
　石倉京都部部長の乾杯の発声でにぎやかに懇親会が始まりまし
た。食事をしながら歓談していると、記念例会の目玉、ﾊﾟﾚｽｸﾗﾌﾞの
岡見さんのﾋﾟｱﾉ演奏に乗せて歌声を響かせてくださったT-BOLAN

の森友嵐士さんのﾗｲﾌﾞが
始まりました。お祝いの
会場はﾃﾞｨﾅｰｼｮｰとなり、
観客は思い思いにﾘｽﾞﾑを
取りながら大いに盛り上
がりました。
　ﾗｲﾌﾞの余韻が少し残る
中、鍵谷記念例会実行委
員長の謝辞で記念例会の

雰囲気を取戻し、合田会長の閉会点鐘で歴史と未来を感じた75周
年記念例会は閉会しました。

　2022年10月29日(土)13：00より広島YMCA国際文化センター
にて、第21回西中国部部会が広島ｸﾗﾌﾞのﾎｽﾄで開催されました。
金子敏郎西中国部部長の点鐘で開会し、ｺﾞｰﾙﾃﾞﾝﾌｫｰｼｭ･ﾐｶｴﾙさん
（広島YMCA）のﾜｲｽﾞｿﾝｸﾞのﾋﾟｱﾉ演奏、広島ｸﾗﾌﾞ谷本様の聖書朗
読・開会祈祷、金子部長の開会挨拶に続いて、福山・呉・東広島・
岩国みなみ・広島の西中国部5ｸﾗﾌﾞ各会長のﾊﾞﾅｰｾﾚﾓﾆｰが行われ、
竹井広島YMCA総主事、田上西日本区理事の来賓祝辞と続きまし
た。その後、福山ｸﾗﾌﾞ木原様が総合ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰである平和創作劇
「I PRAY」の子供たちのダンスを交えた歌が披露され、続く熊本
ｼﾞｪｰﾝｽﾞｸﾗﾌﾞ立野様（日本福音ﾙｰﾃﾙ教会広島牧師）による子ども
食堂「るうてる食堂」に関する講演では「子ども食堂は子供の貧
困のための活動ではありません。」そう言ってしまうと子供が来
られなくなってしまうという話が心に残りました。
　部会は、YMCAの歌のﾋﾟｱﾉ演奏、金子部長の閉会点鐘で閉会し、
15：00より隣の建物に場所を移し、広島ｸﾗﾌﾞ山下会長の開会挨
拶の後、竹本次期部長の長く
て短い挨拶の乾杯で懇親会が
スタートしました。
　岩国みなみクラブ坂田様のﾄ
ﾗﾝﾍﾟｯﾄとﾋﾟｱﾉ演奏も交え、出
席者100名弱のアットホーム
な部会と楽しい懇親会で、広
島の方は言葉も含め、陽気で
ざっくばらんでとにかく明る
いという印象を受けました。

　2022年11月19日(土)にANAクラウンプラザホテル京都におい
て、京都ブラックワイズメンズクラブのチャーターナイトが開催
されました。京都部で18番目、西日本区で75番目のクラブの誕生
です。第一部の式典において国際協会加盟認証状伝達式が執り行わ
れ、私もその厳かで重厚な雰囲気を久し振りに味わいました。部会
や記念例会とはまた違った雰囲気で、そう度々出会えませんので、
まだ体験されていない方は、ぜひぜひ味わってみられることをお
勧めします。
　「それぞれの思いや願いという色を持った仲間が集い、それが
混ざり合ってやがて豊かなブラックになる」との新しいクラブの
理念をお聞きしても、また若々しいメンバーの皆さんを拝見して
も、間違いなく京都部に西日本区に、新しい風を吹き込んでもら
えると確信しました。そしてそのお力で、我々に“良い”刺激を与
えてください。
　若さ溢れる、
そして心遣いに
も溢れた素晴ら
しいチャーター
ナイトでした。
有難うございま
す。これからの
ご活躍を衷心よ
りお祈りいたし
ております。

　11月6日16：00よりホテルグランヴィア京都においてウイング
クラブ35周年記念例会が開催されました。今回はどんなメンバー
パフォーマンスを見せてくれるのか、楽しみに参加しました。
　松島正雄会長の開会宣言・点鐘により始まった第一部のメイン
プログラムは、会場やZOOMと様々な形で参加されていたリーダ
ーOB・OG、府立医大、京大病院のお医者様、看護師の方など様
々な方が、ウイングクラブさんのクラブ事業を紹介されました。
ウイングクラブさんと言えば青い空と白い雲のキャンプの支援で
すが、それだけでなく、ウィズ キッズ スマイルのプラグラムで
ある春と秋のコンサートなどの支援もされておられ、やはり、他
クラブのことはまだまだ知らない事ばかりと痛感すると共に、本
当に多くの支援活動に頭が下がる思いでした。
　第二部も冒頭に現役リーダーとリーダーOB・OG　計１０名で
のキャンプソングの合唱から始まるなど、終始、ウイングクラブ
さんとYMCAリーダーの結びつきを感じる例会でした。その最た
るものは35周年記念事
業で、内容はこれから
とのことでしたが、昨
今人数確保が厳しい状
況にある「YMCAリー
ダーを確保するための
支援」を行っていかれ
るとのことでした。
　書くことを忘れそう
になりましたが、最後に。今回のメンバーパフォーマンスはタッ
プダンスと「Queen の We Will Rock You」の演奏でした。



例会出席 BFポイント ニコニコ ファンド 献　血 135周年
募　　金135

ポジティブネット募金

出席第一・時間厳守・親睦・奉仕・使用済切手収集

HAPPY ANNIVERSARY

HAPPY BIRTHDAY

コメット
メネット
メン 渡邊えみ　12月14日

山口重子　12月28日
吉井二三　12月  3日

左近　宏崇・佳律　ご夫妻　12月  6日
大門　和彦・洋子　ご夫妻　12月13日

在籍者数
第一例会
第二例会
メイクアップ
出  席  率

28名
23名
23名
1名

92.8％

切手
切手累計 お　　花

現金累計
E　　　F
J　E　F
EF・JWF累計

620ℊ
620ℊ
０円
０円

10,000円
10,000円

第一例会
第二例会
ブリテンニコニコ

12,000円
5,000円
4,000円

累　　計110,630円

合同委員会ファンド

パーカー
じゃがいも
野菜ファンド

7,000円
2,000円
24,650円
417,530円
17,000円

都度オークション
累　　計 605,023円

10,000円

献血　０名
累計　０名 ０cc

第一例会
第二例会
今 期 計
累　　計

2,177円
3,031円
16,514円
329,949円

第一例会
第二例会
今期累計

2,027円
1,840円
14,471円

11月報告

　11月12日(土)、宝塚ホテルに全国各地から１２９名のワイズが
参加して開催された六甲部会。
　快晴のもと宝塚駅からホテルまで、歩く方々がなんとなく上品
に見えます。キャピタルクラブからは石倉部長をはじめ計５名で
参加致しました。六甲部７クラブのバナーセレモニーに始まり、
宝塚歌劇団で活躍された絵莉千晶さんのミニコンサートまで楽し
く他エリアのワイズとの交流を楽しむことができました。

六甲部会に参加して

会長　倉　見　直　樹

　2022年11月10日(木)、第２９回名古屋ＹＭＣＡチャリティゴル
フに参加してきました。毎年行われているチャリティですが、今
回は１２３名から募金され、収益は学童キャンプ留学支援などに
充てられるようです。名古屋ＹＭＣＡより収支報告が配信さてい
ます。
　今回キャピタルからは５名の参加をしてきました。鈴鹿カンツ
リークラブ快晴の下、楽しくエンジョイゴルフです。香山さんが
５位・石倉さんが１２位・幡南が４７位・亀井さんが５７位・野
口さんが〇×△位と、非常に楽しくラウンド出来ました。ご準備
頂きました名古屋ＹＭＣＡの皆様、ありがとうございました。
　個人的に、幡南がニアピンを一つ頂きました。ホールインワン
かと思うほど近く３０ｃｍくらいにボールが止まりましたが、何
故かホールアウトはパー（３打）でした。ご一緒させて頂きまし
た皆様、ありがとうございました。

名古屋チャリティゴルフに参加して

副会長　幡　南　　進

2022年11月29日（火）19:00～20:00
ウェスティン都ホテル京都　平安の間

第5回　役員会議事録

2月4(土)、5日(日)東西日本区交流会
2月26日(日)CSチャリティーボウリング
3月4日(土)京都部リトセンチャリティーゴルフ

〈西日本区・京都部報告〉

12月11日(日)第16回ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙﾁｬﾘﾃｨｰﾗﾝ　
12月23日(金)クリスマスコンサート
1月27日(金)チャリティーゴルフ
3月4日(土)～5日(日)京都ミニバスケットボール大会
3月5日(日)わんぱくチャレンジクラブ

〈YMCA報告〉

・バナレット製作の件　100枚製作

5月Yサアワー例会の件／リトセンチャリティーゴルフの件／わんぱ
くチャレンジクラブの件3月5日(日)／備品確認の件／募金報告

スペシャルオリンピックス日本・京都への募金／TOF例会内容につい
て／RBM献金12月第一例会にて

〈三役報告〉

〈各事業委員会〉
・ＹＭＣＡサービス・ユース事業委員会

・地域奉仕・環境事業委員会

11月例会の振返り／ニコニコの件／今後の例会内容について
・ドライバー事業委員会

2023年2月東西日本区交流会マーシャルの件／DBCについて
・交流事業委員会

実施済みﾌｧﾝﾄﾞ報告／クリスマス例会飲み物ファンドの件／合同委員
会日程12/13(火)・1/11(水)

・ファンド事業委員会

12月号・1月号原稿依頼・入稿状況報告
新規ブリテン製作見積について

・広報・ブリテン事業委員会

クリスマス例会予算案の件／アトラクションの件

YES献金の報告／忘年会の件／EMC旅行の沖縄の件／オリエンテーシ
ョン開催の件／出欠、出席率報告／

・EMC 事業委員会

ナシ
＜審議事項＞

特になし
クリスマス例会内容／アトラクションの件

・メネット会
・クリスマスPT

　秋の行事が殆ど予定どおりとなり、掲載する記事の多くなった
11月号から、クラブ創設以来これまでの長きにわたりブリテンの
発行でお世話になっていた(株)洛陽さんから(株)アビックさんにお
世話になることになり、慣れない構成と編集に悪戦苦闘しながら
今月号も無事発行することができました。これまで如何に構成と
印刷で(株)洛陽さんにお世話になり、頼りきっていたかを感じ、改
めて感謝の気持ちでいっぱいになります。

広報・ブリテン委員長　西川 欽一

編集後記

「今月のＹＭＣＡニュースは誌面の関係上お休みいたします」




